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2023年 8月 17日（木） 午後 1時 30分 ～  

 

衆議院第２議員会館  第 1会議室 

 

ZOOM 会議併用
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次 第 
 

 

１． 開会あいさつ  

 

２． 来賓あいさつ 

立憲フォーラムより  

平和フォーラムより 

 

３． 総会 

◇ 議長選出 

◇ 第 1号議案 活動報告（2022年 7月～2023年 6月）  

◇ 第２号議案 会計報告   

(2022年 4月 1日〜2023年 3月 31日  

        会計監査報告 

◇ 第３号議案 今後の活動方針（案） 

◇ 第 4号議案 2022年度予算（案） 

        （2023年４月１日〜2024年 3月３1日） 

◇ 第 5号議案 役員（案）） 

◇ 議長解任 

 

     

    

４． 学習会 14:30~16:00 

       講師：辻元清美さん（参議院議員） 

  「憲法改悪の動きに、国会、地域での対抗戦略を作り出す」 

 

    

５． 閉会あいさつ 
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第１号議案 【活動報告】（2022年 7月総会開催後〜2023年７月） 

１、 ９月１１日沖縄県知事選挙 

当会発足以来、沖縄問題について、支援活動や現地視察を行ってきました。辺野古基地反対派

にとって絶対に負けられない選挙であり、玉城デニー知事の応援カンパを会員に呼びかけまし

た。また、会として共同代表仲村未央沖縄県議を通じて、積極的に応援し、再選に繋げまし

た。 

 

2, 10 月２５日 緊急討論集会「統一地方選に向けて〜統一教会問題と地方政治〜」 

    衆議院第一議員会館 第 2会議室＋zoom 

   基調講演 講師：有田芳生氏（元参議院議員） 

      「統一地方選に向けて〜統一教会問題と地方政治」 

安倍元首相襲撃事件によって明らかになった統一教会の政治への影響力行使の実態について 

   討論集会 

１、貧困問題に対する自治体の課題（小椋周平足立区議会議員） 

２、気候変動に地域から取り組む（気候危機自治体議員の会） 

３、ジェンダー平等社会に向けて（東京・生活者ネットワーク） 

４、沖縄から自治を問う（仲村未央沖縄県議会議員） 

それぞれのテーマごとに発表後、意見交換を行った。 

 

３、12月 28 日「安保関連３文書の閣議決定に抗議する声明」を発表 

 2022年 12月 16日に岸田政権が「安保関連３文書」を閣議決定したことに抗議する声明を出しました。 

 

４、2023年 7月１１日 「緊急国政報告会」 

「衆参両院憲法審査会の状況はどうなっているのか！？」 

   参議院議員会館 103会議室 

   講師：小西ひろゆき参議院議員 

 

🔸代表・世話⼈会議開催 

2022年 9/3，10/8, 11/5, 12/10, 2023 年 1/ 7、 5 / 2 8,  6 / 18、 7 / 2 

(以上 Z O O M)  

 

2 0 2 3 年 4 月に統一地方選挙があり、活動が停滞しました。今年度は活動を活

発化させていきましょう。  
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◆ 第３号議案 活動方針（案） 

・平和立憲会議は憲法、平和、沖縄など平和、安全保障に関わるテーマを軸に活動を 

続けてきましたが 2022年度からジェンダー、貧困、脱原発、分権自治、日韓自治体議員

交流など活動テーマの多様化を提案しました。2023年度は更に LGTBQ、入管法改悪など

人権関わるテーマも追加し活動を進めていきます。岸田政権下で次々と法律改悪されて

おり自治体議員として活動領域を広げる必要性があります。また、ウクライナ戦争を奇

貨として中国の軍事大国化と台湾有事が強調され日本の更なる軍拡化により平和国家日

本の基盤が大きく揺らいでいます。プーチンロシア大統領は核使用を匂わせており核戦

争の危機が現実のものとして想起されています。こうした状況もふまえて以下のように

提案します。 

 

①台湾有事による日本と沖縄の戦争危機を回避する。 

地域、自治体から自治体決議、各地域の平和運動との連携により運動を展開する。日米

軍事一体化、沖縄の軍事化の現状、日中平和条約の意義、台湾の自由の維持・平和国家日

本の役割の意義とあり方などの学習会の開催。 

 

②政策テーマに人権課題も加えて現地視察を行う。 

 

③脱原発（汚染水）、気候変動、貧困問題、ジェンダー（フェミ議連）等々に取り組む自

治体議員グループと連携して活動を進める。 

 

④立憲フォーラム、平和フォーラム、市民連合と連携し、年内に行われる可能性がある衆

議院議員選挙において、立憲野党との協力に向けて各地で自治体議員、市民団体と連携し

て動きを作る。 
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※当⼈事（案）の任期は、来年定期総会とする 

◯ 共同代表（5 名） 

・⻄崎光⼦（元東京都議 東京・⽣活者ネットワーク） 

・松⾕ 清（静岡市議 緑の党） 

・遊佐美由紀（宮城県議 ⽴憲⺠主党） 

・仲村未央（沖縄県議 ⽴憲⺠主党） 

・⽟⽥輝義（⼤分県議 無所属） 

◯ 世話⼈︓留任 

◯ 会計︓川名ゆうじ（武蔵野市議 ⽴憲⺠主党） 

◯ 監査︓⻑⾕川俊英（堺市議 無所属）、五⼗嵐智美（佐倉市議 無所属） 

◯ 事務局⻑ ⾓倉邦良（高崎市議 ⽴憲⺠主党） 

◯ 事務局次⻑ ⼩椋修平（⾜⽴区議 ⽴憲⺠主党） 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 第５号議案 役員⼈事（案） 



２０２３年統一地方選挙報告 

 

香川では、支持率で国民民主党は県下では自民党に次いで第２党であり、強気

な対応であり、立憲、国民の一方しか出ていない選挙区は、相互推薦ができる

よう国民民主党県連に打診したが、より良い返事は得られず、今回の選挙で国

民民主党との溝は深まったように思う。共産党は、表向きでの支持の表明はさ

れていないが、三豊市、善通寺市、丸亀市では、個別の応援は頂いており、候

補者を出さないということが、協力と言えた。 

選挙本番では、現職も新人も候補者自身が訪問行動（後援会員獲得行動）とい

う地上戦を戦い、その量を競った。選対は事前３連ポスター貼付行動、ポステ

ィング行動や電話対策、宣伝カーなど空中戦を担い、他陣営と制空権を奪い合

う。もちろん候補者も街宣行動や電話点検行動も行うが、最近、選対が動員を

して訪問行動を行う力量がなくなってきている。 

これら、本人の行動量も選対の動員量、物量も各陣営によって差はあるが、ど

の陣営も今ある資源でしか戦えないし、あとはどう工夫して効率を上げるか

だ。課題は「強力なインパクトで何を訴え、有権者の心をつかむか」これは今

も昔も変わらない。そして今時で重要なのは「選挙に無関心な若者対策、無党

派対策でどう効果を上げるか」ということであり、それがうまくいった候補者

が多くの得票を得ている。 

（香川・高田） 

統一選挙東京の結果 都内 21区 20市の選挙では、日本維新の会公認候補 70人

のうち当選 67人で、前回より 53人増 となりました。自民党 306人、公明党 244

人、共産党 162人、立憲民主党 123人、都民ファースト 44 人、生活者ネットワーク

32人、国民民主党 30人、れいわ新撰組 20人、参政党 16人でした。新人 候補者

の当選は、4年前より増えて、年代も区部では 40代が最多となっています。 2018

年の政治分野における男女共同参画推進法施行後 2回目の統一地方選挙となり、

女性 候補者 575人(前回 458人)候補者全体の 3割と増えました。 昨年女性区長

が誕生した杉並区では、47人のうち女性当選者が 24人を占め、現職の 12人が 

落選、新人 15人が当選するという結果になっています。投票率は、前回の 43%から

65%に上がり ました。武蔵野市でも女性が過半数になりました。 20代、30代の地

方議員の女性比率をまずは 3割に高めようと立ち上がった FIFTYS プロジェクトは、

党派を超えて若い女性候補者を支援し、世田谷区の生活者ネットワークの候補 者な

ど応援して、都内で 12人が当選しました。 （東京・西崎） 

 


